
SCAT株式会社との資本業務提携の強化

（１）資本業務提携の概要

（２）これまでの取り組み

2017年5月 当社100％子会社である株式会社ライトスタッフとSCAT株式会社が業務提携
2021年2月 当社とSCAT株式会社が資本業務提携
2021年3月 上記資本業務提携に伴う株式の持ち合いの実施
2024年5月 当社とSCAT株式会社の資本業務提携の強化（2024年5月15日予定）
2024年6月 上記資本業務提携の強化に伴う追加の株式持ち合いの実施（2024年6月6日予定）
• 両社の営業基盤を活用した営業促進の連携
• 理美容業界向けのソリューションサービスの共同マーケティング、同ソリューション商品の

販売提携
• ソフトウエア等の開発に係る意⾒交換
• ⼈材交流
• 理美容業界における持続可能な環境経営⽀援を⽬的とした協⼒体制

2024年5月13日
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美容室支援事業セグメントの業績の推移

営業利益
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2017年5月
業務提携

2021年2月
資本業務提携

業績向上に寄与

（単位︓百万円）

• SCAT社の提供する理美容サロン向けPOSシステムとライトスタッフ社のBtoCクレジット
決済代⾏サービスのシステム連携、相互販売協⼒によりお互いに利益を創出

• 美容室⽀援事業の成⻑に⼤きく寄与、当社グループの収益の柱に成⻑

補⾜資料



（４）これからの新たな取り組み

（５）理美容業界向けBtoBクレジット決済サービスの概要

• 既存サービスに加え、BtoBクレジット決済サービスの拡⼤に注⼒
• SCAT社との連携、相互のリソースの活用
• 開拓が進んでいない理美容業界のBtoB決済領域（約3,000億円の市場規模）、スピード

感を持ってBtoBクレジット決済サービスの普及を進める

（３）課題
• 美容室⽀援事業の主⼒であるBtoCクレジット決済サービスの競争が激化
• これまでの成⻑曲線を維持することは容易ではない
• BtoCクレジット決済サービスに依存しない新たな柱となるサービスの確⽴

⇒新たにBtoBクレジット決済サービスを展開
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GX ペーパーレス化推進で
CO2排出量削減に貢献 DX 請求書の発行を一本化

業務効率の向上に貢献

請求書クラウドを
導入することで

一元管理可能に！

2024年1月 スタート

電子帳簿保存法対応
2023年10月 スタート

インボイス制度対応 ＆

ディーラー様
②クレジット支払

③クレジット
決済の
明細発行

ライトスタッフ サロン様

①請求書発行

 ⼀般の理美容サロンでの企業間取引におけるクレジット決済サービス
 取引高の⼤きい美容商材の仕⼊代⾦のクレジット決済を中⼼に展開
 中⼩企業や個⼈事業主の多い理美容サロンのオーナー向けにインボイス制度、電子帳簿

保存法に対応した『請求書クラウド for Beauty』も提供開始

当社連結子会社の株式会社ライトスタッフによるPayment Technology、ソニーペイメントサービスとともに
理美容業界向け請求書サービス「請求書クラウド for Beauty」の提供開始に関するお知らせ

（ご参照）2024年2月13日プレスリリース

i-SCAP/EX連携


